
第４日目(2004/05/07)

函館→東京

最終日です。予定通り７時に起床。さすがにしんどいですね。

昨日のうに丼のせいか朝市で食べる気が起きないのでホテルでおにぎりを食べます。

08:20頃に駅へ。いいタイミングでスーパー北斗とスーパー白鳥が
並んでいたので当然撮影。

ＧＷも終わりなので乗客は少ないようです。撮影にはありがたいので
どんどん撮る。(笑) このタイプの行き先案内板、撮影しにくいんですよねえ。

フロントを見ただけで「ああ、ＪＲ北海道だなあ」とわかります。



シンプルで落ち着いた車内です。座席はさすがに新しい。

冬季対策なのがよくわかるドアの足下。車内の荷物棚はちょっと工夫されています。
なんで他の車両にはないんでしょうね。

ひとしきり撮影してほっと一息した所で発車。乗車率は50%以下でしょうか。
自由席はそこそこ混んでいるようです。

吉岡海底では２号車のみドア開放しないので、時間になったら２号車に
移動してくださいという放送が09:09にかかります。そういや下車してないですね。

スーパー白鳥の空調システムが意外に曲者で、進行方向に向かって左側の席は
日が眩しくて暑いくらいなのに、右側は涼しいのです。



車掌の話によれば、空調は外気との入れ替えも含めてオートコントロールなので
融通が利かないらしいそうで。(^^; 幸い席は空いているので移動して下さいと
いう事でした。ちなみに僕は左側だったので快適でした。(笑)

ズームで吹き出し口を撮影。(笑) スーパー白鳥は青森で進行方向が逆になります。
ドアの上に表示されるインフォメーションは効果的に使われていますね。

青森からは先はこれという車窓ではないので寝ます。(^^;
何を撮影したいのかわからない画像ですが、これは八戸以北で工事が進んでいる
東北新幹線です。青森までは難工事が予想される区間はないのでいいのですが、
需要あるんでしょうかねえ、盛岡 - 八戸間も地元には予想外に人が来なくて
がっかりという報告があったんですが。

なんて事を工事を見ているともう八戸。確かに早いです。



確かに第３セクターなんだなーとこれを見ると思います。

三陸方面からちょうど到着した列車がいたので撮影。三陸も行きたいのですがね。

撮影していたのは僕だけでした。(笑) さっさと改札を出て、夕飯を買います。
昼は八戸で何か食べようと考えていたので。

駅弁を買って、品揃えがいいので許可を頂いて撮影しました。
うまいのは極一部らしいですよ。(こら



殺風景というか、乗り継ぎ用なのかと思うような駅ですね。人がいない。(^^;



駅の外も人がいない。これはまた寂しい。

八戸物産センターまでは無料送迎バスが出ているのですが、１時間に１本というか
はやてに合わせているので当然乗り損ねました。(笑)

徒歩だと40分だと観光案内で聞いたので行ってみようと歩いてみたのですが、
この日も風が強く、しかも脚に疲れがたまったので 10分で断念。(^^;

センターで飯を食べるのはあきらめて駅に隣接してる食堂で「いちご煮定食」を
食べました。いちご煮はうにとあわびを使った吸い物みたいなもの(正確に調べる)で、
画像の右下のお椀がそうです。後、八戸は食用菊も有名みたいですね。
画像の中央上の小鉢に菊が隠れています。(笑)

￥1300でしたけど、全部出来立てで美味しかったです。(^^)
八戸は青森県ですから、お土産もとても困るわけで。
林檎、海産物、南部煎餅がメインなので、家に電話して諦めて貰いました。(笑)

時間になったのでラストの「はやて」に乗車。Ｅ２だから珍しいわけがない。(笑)
八戸 - 盛岡間を乗車する事に意義があるわけです。

新型デジカメで二戸、いわて沼宮内の撮影に挑戦したのですが通過なので完敗。(^^;
左が二戸、右がいわて沼宮内です。ちぇ。

本当にトンネルばっかり、トンネルの間に駅があるって感じでした。
盛岡の電光掲示板を撮影して、ようやく落ち着きます。
後は東京まで寝ていました。

あずさ車内で夕飯という事で八戸駅で購入した駅弁を・・・箸の入れ忘れは
勘弁してください。（´Д｀;



お品書きは以下の通り
------------------
倉石牛薄切り焼き 特製たれ漬込み
倉石牛そぼろ炒り煮 生姜風味
椎茸艶煮
もみじ人参旨煮
青唐辛子
たたき牛蒡胡麻和え
玉コンニャク含め煮
赤蕪漬け

肉はよさげだけど、飯の量が少ないかな・・・。
最後にヘコむイベントがあったけど、たっぷり乗車できたので満足できました。

次は赤字で廃止が近いと言われるふるさと銀河線か、新幹線暫定開業記及び
ＪＲ最西端制覇の九州かどちらかになる予定です。

が、落ち穂拾いですから気ままに。(笑)


